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Abstract
The purpose of this research was to evaluate the performance of nursing school teachers’ behavior 
during a clinical Nursing Practice session, and its eff ect on the promotion of student learning. The 
research also aimed to examine the relationship between clinical teaching behavior in conference, and 
teacher self-effi  cacy evaluation.
A nationwide questionnaire targeting randomly selected nursing school teachers yielded a sample of 
252 participants, with a response rate of 56.6%. The result obtained a positive Pearson coeffi  cient of 
correlation of .572, which confi rmed that there is a relationship between clinical teaching behavior 
and teachers’ self-effi  cacy evaluation.
Nursing teachers with high scores on the teacher self-effi  cacy evaluation contributed signifi cantly to 
the eff ectiveness of clinical teaching behavior in conference sub-scales Ⅱ（Explanation of nursing 
phenomena and integration into principles）and Ⅲ（Determining how to run the conference by 
assessing achievement of goals）.
These results suggest that teaching behaviors in conference may promote the effectiveness of 
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中央値 最小値 最大値 平均値（SD）Cronbachα係数
112 78 150 111.9（14.2） 0.93
Ⅰ学生全員による実習体験の共有促進 16.7（ 2.5） 0.78
　 1  特定の学生が体験したことをメンバー全員が理
解できるように説明を加える
2.0 1.0 2.0
　 2  学生の発言の中からメンバー全員に必要な内容
を選び解説する
4.0 2.0 5.0
　 3  学生の発言の中からメンバー全員に共通する課
題を取り出し提示する
4.0 2.0 5.0
　 4  学生の発言の中からメンバー全員で検討を要す
る内容を取り上げ疑問を投げかける
4.0 1.0 5.0
　 5  目標達成につながる学生の意見を取り上げメン
バー全員の思考を刺激する
4.0 1.0 5.0
Ⅱ看護現象の解説と原理への統合 17.6（ 3.2） 0.81
　 6  学生が行った看護実践の効果をクライエントの
反応に基づき解説する
4.0 1.0 5.0
　 7  学生に講義や演習内容の想起を促す発問をする 4.0 2.0 5.0
　 8  学生がイメージし易い事例を使って原理や原則
を解説する
4.0 1.0 5.0




Ⅲ 目標達成の査定によるカンファレンス展開方法の決定 19.0（ 3.0） 0.80
　11 学生の言動を観察し指導の効果を確認する 4.0 2.0 5.0
　12 学生の反応に基づき指導方法を検討する 4.0 2.0 5.0
　13  学生が主体的に発言できるよう考える時間を設ける 4.0 2.0 5.0
　14 学生間の意見の混乱を整理し論点を明確にする 4.0 2.0 5.0
　15 学生間の検討を静観し進展を見守る 4.0 2.0 5.0
Ⅳ実習過程における問題の発生回避 18.6（ 3.2） 0.79











Ⅴ学生の感情への共感 20.8（ 3.0） 0.84
　21 学生の発言に関心を示しながら聴く 4.0 2.0 5.0
　22 学生の気持ちを気遣いながら発言に耳を傾ける 4.0 2.0 5.0
　23  価値判断をくだすことなく学生の感情を受けとめる 4.0 1.0 5.0
　24 学生の行った看護実践の効果を共に喜ぶ 4.0 2.0 5.0
　25 学生が辛さを表出できる機会を作る 4.0 1.0 5.0











　30 学生の疲労に配慮しながら言葉をかける 4.0 1.0 5.0




















中央値 最小値 最大値 平均値（SD） Cronbachα係数















 1  カンファレンスは意見を自由に述べ
合う場とする
2.0 0.0 3.0
 6.2（1.5） 0.68 2  カンファレンスではグループダイナミックスを活用する
2.0 0.0 3.0














 4  受け持ち患者の置かれている状況を
わかりやすく学生に説明する
2.0 0.0 3.0
 6.7（1.4） 0.56 5  学生が実施する看護行為の間違いを判断する
2.0 0.0 3.0













 7  学生の考えや能力に敬意と信頼を示
す
2.0 1.0 3.0













 9 必要時学生と個別に面接を行う 3.0 0.0 3.0
15.5（2.6） 0.74














3点 できている　2点 どちらかといえばできている　1点 どちらかといえばできていない　0点 できていない
表５　実習カンファレンス教授活動自己評価得点と教師効力測定尺度得点の相関係数
教師効力得点 教授活動得点
教師効力測定尺度得点 Pearsonの相関係数 1 .572**
有意確率　　（両側） 0.001
度数 252 252
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